
 

変更履歴 

ダイヤル通話料金明細内訳データＴＥＸＴ形式仕様書 

【メンバーズネットホスト一括送付用】 

 

変更履歴 

Ｎo 変更年月日 版数 変更理由 変更内容 Ｎo 

０１ 平成 15 年 4 月 1 日  お客様ご指摘事項の反映、および既存の媒体データに基づい

た記述見直しによる。 

０１～３２ 

０２ 平成 23 年 2 月 20 日  システムバージョンＵＰに伴う記述内容見直しによる。 ３３～３９ 

０３ 平成 24 年 8 月 9 日  システムバージョンＵＰに伴う記述内容見直しによる。 ４０ 

０４ 平成 30 年 12 月 3 日  システムの西暦化に伴う記述内容の見直しによる。 ４１～４４ 

０５ 2019 年 12 月 6 日  お客様ご指摘事項の反映および既存の媒体データに基づい 

た記述内容の見直しによる。 

４５～５４ 

 

変更内容 

Ｎo 頁 レコード名等 項番 項目名 
変更内容 

変更区分 
変更前 変更後 

１ ３ ３．（１）共通管理レコード ８ 明細送付代表番号 桁数が１０桁 桁数を１２桁 修正 

２ ３ ３．（１）共通管理レコード ９ 予備 桁数が４桁 桁数を２桁 修正 

３ ３ ３．（２）電番管理レコード ２ 明細送付代表番号 桁数が１０桁 桁数を１２桁 修正 

４ ３ ３．（２）電番管理レコード ３ 予備 桁数が４桁 桁数を２桁 修正 

５ ３ ３．（２）電番管理レコード １６ お客様番号 お客さま番号 お客様番号 修正 

６ ３ ３．（３）通話明細レコード ２ 明細送付代表番号 桁数が１０桁 桁数を１２桁 修正 

７ ３ ３．（３）通話明細レコード ３ 予備 桁数が４桁 桁数を２桁 修正 

８ ３ ３．（４）電番合計レコード ２ 明細送付代表番号 桁数が１０桁 桁数を１２桁 修正 

９ ３ ３．（４）電番合計レコード ３ 予備 桁数が４桁 桁数を２桁 修正 

１０ ３ ３．（４）電番合計レコード １３ 請求分計（通常通話分） 請求分計（通常通話料） 
請求分計（通常通話

分） 
修正 

１１ ４ 
３．（５）電番合計レコード 

(クレジット通話分) 
２ 明細送付代表番号 桁数が１０桁 桁数を１２桁 修正 



 

 

Ｎo 頁 レコード名等 項番 項目名 
変更内容 

変更区分 
変更前 変更後 

１２ ４ 
３．（５）電番合計レコード

（クレジット通話分） 
３ 予備 桁数が４桁 桁数を２桁 修正 

１３ ５ ４．（１）共通管理レコード ８ 明細送付代表番号 桁数が１０桁 桁数を１２桁 修正 

１４ ５ ４．（１）共通管理レコード ８ 明細送付代表番号 属性区分が数字 属性区分を文字 修正 

１５ ５ ４．（１）共通管理レコード ９ 予備 桁数が４桁 桁数を２桁 修正 

１６ ５ ４．（１）共通管理レコード １０ 請求回数  
※回数は 0 から起算

例：初回請求時”0” 
追加 

１７ ６ ４．（２）電番管理レコード ２ 明細送付代表番号 桁数が１０桁 桁数を１２桁 修正 

１８ ６ ４．（２）電番管理レコード ３ 予備 桁数が４桁 桁数を２桁 修正 

１９ ６ ４．（２）電番管理レコード ２ 明細送付代表番号 属性区分が数字 属性区分を文字 修正 

２０ ６ ４．（２）電番管理レコード １６ お客様番号 お客さま番号 お客様番号 修正 

２１ ７ ４．（３）通話明細レコード ２ 明細送付代表番号 桁数が１０桁 桁数を１２桁 修正 

２２ ７ ４．（３）通話明細レコード ３ 予備 桁数が４桁 桁数を２桁 修正 

２３ ７ ４．（３）通話明細レコード ２ 明細送付代表番号 属性区分が数字 属性区分を文字 修正 

２４ ９ ４．（４）電番合計レコード ２ 明細送付代表番号 桁数が１０桁 桁数を１２桁 修正 

２５ ９ ４．（４）電番合計レコード ３ 予備 桁数が４桁 桁数を２桁 修正 

２６ ９ ４．（４）電番合計レコード ２ 明細送付代表番号 属性区分が数字 属性区分を文字 修正 

２７ ９ ４．（４）電番合計レコード ９ その他計 その他 その他計 修正 

２８ ９ ４．（４）電番合計レコード １３ 請求分計（通常通話分） 請求分計（通常通話料） 
請求分計（通常通話

分） 
修正 



 

 

Ｎo 頁 レコード名等 項番 項目名 
変更内容 

変更区分 
変更前 変更後 

２９ １０ 
４．（５）電番合計レコード

（クレジット通話分） 
２ 明細送付代表番号 桁数が１０桁 桁数を１２桁 修正 

３０ １０ 
４．（５）電番合計レコード

（クレジット通話分） 
３ 予備 桁数が４桁 桁数を２桁 修正 

３１ １０ 
４．（５）電番合計レコード

（クレジット通話分） 
２ 明細送付代表番号 属性区分が数字 属性区分を文字 修正 

３２ １０ 
４．（５）電番合計レコード

（クレジット通話分） 
４ 子電話番号 

①実際の発信電話番

号。ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ、ｸﾚｼﾞｯﾄ

ｻｰﾋﾞｽの場合、課金先

電話番号を設定。例：

「(03)1234-5678」(カッコ

付ハイフン編集) 

②携帯、PHS の場合課

金先電話番号を設定。

例：「090-1234-5678」 

発信電話番号を設定

（クレジットサービス

の場合、課金先電話

番号） 

例：「(03)1234-5678」

(カッコ付ハイフン編

集) 

修正 

３３ １ １．媒体作成条件 ３～８ 
フォーマット形式～  

ファイル名 
 

ＦＤ、ＭＯ、ＥＤＩの記

述削除 

（11 1 部分）   

削除 

３４ ５ （１）共通管理レコード ２ 媒体識別  

ＦＤ、ＭＯ、ＥＤＩの記

述削除 

（11 1 部分）   

削除 

３５ ５ （１）共通管理レコード ２ 媒体識別  
ＢＳの記述追加 

（ﾋﾞﾘﾝｸﾞｽﾃｰｼｮﾝ） 
追加 

３６ ７ （３）通話明細レコード １０ 着信電話番号 
携帯電話番号は以下の 

編集となります 
11 桁電話番号は以

下の編集となります 
変更 

３７ ８ （３）通話明細レコード 
１３～ 

１５ 
通話料金  

ＩＮＳメンバーズの場 

合の設定値を追記 追加 

３８ ８ （３）通話明細レコード ２０ 発ＭＡコード  ＩＮＳメンバーズの場 

合の設定値を追記 
追加 

３９ １２ （１）ＩＢＭ（ＥＢＣＤＩＣコード）    
記述削除 

（11 1部分）  

削除 

４０ 

２，４ 

６，７ 

９ 

１０ 

（２）電番管理レコード 

（３）通話明細レコード 

（５）電番合計レコード（ク

レジット通話分） 

   

サービス終了に伴い

クレジット通話に関連

する記述削除 

（11 1部分）   

削除 



 

 

Ｎo 頁 レコード名等 項番 項目名 

変更内容 変更区

分 変更前 変更後 

４１ ５ ４．（１）共通管理レコード ４ ファイル作成日付 

和暦 

平成11年12月1日→ 

″111201″ 

西暦 

2019年4月3日→ 

″190403″ 

変更 

４２ ５ ４．（１）共通管理レコード ５ 料金月 

和暦 

平成11年12月→ 

″1112″ 

西暦 

2019年4月→ 

″1904″ 

変更 

４３ ６ ４．（２）電番管理ﾚｺｰﾄﾞ ９ 利用月日初日 

 

和暦2 

例：「１１０８０１」 

西暦 

例：２０１９年４月１日→

「190401」 

変更 

４４ ６ ４．（２）電番管理ﾚｺｰﾄﾞ １０ 利用月日末日 
和暦 

例：「１１０８31」 

西暦 

例：２０１９年４月３０日

→「190430」 

変更 

４５ 

４ 

７ 

９ 

４．（２）電番管理ﾚｺｰﾄﾞ 

４．（３）通話明細ﾚｺｰﾄﾞ 

４．（４）電番合計ﾚｺｰﾄﾞ 

４ 子電話番号 

 発信電話番号を設定 

（クレジットサービスの場

合は、課金先電話番号） 

例：｢(03)1234-5678｣ 

（カッコ付きハイフン編

集） 

発信電話番号を設定 

例：｢(03)1234-5678｣ 

（カッコ付きハイフン編集

） 

変更 

４６ ２ ２．ファイル構成  サービス区分 

「03｣（ｱﾅﾛｸﾞﾒﾝﾊﾞｰｽﾞ回

線）若しくは 

｢13｣（INS ﾒﾝﾊﾞｰｽﾞ回線 

「03｣（ｱﾅﾛｸﾞﾒﾝﾊﾞｰｽﾞ回

線）若しくは｢13｣（INS ﾒﾝ

ﾊﾞｰｽﾞ回線/IP-Voive ﾒﾝ

ﾊﾞｰｽﾞ回線） 

変更 

４７ 

４ 

７ 

９ 

４．（２）電番管理ﾚｺｰﾄﾞ 

４．（３）通話明細ﾚｺｰﾄﾞ 

４．（４）電番合計ﾚｺｰﾄﾞ 

６ サービス区分 

サービス区分を設定 

例：アナログメンバーズ

→｢03｣ 

ＩＮＳメンバーズ、→｢13｣ 

クレジット→｢10｣ 

サービス区分を設定 

例：アナログメンバーズ

→｢03｣ 

I Ｎ Ｓ メ ン バ ー ズ ／ 

IP-Voice メンバーズ→

｢13｣ 

変更 

４８ ４ ４．（２）電番管理ﾚｺｰﾄﾞ １１ 各種サービス番号 

クレジットサービスの場

合は登録番号１桁（スペ

ース又は｢0｣～｢9｣）を設

定（下１０桁はスペース

を設定） 

上記以外の場合、オー

ルスペースを設定 

オールスペースを設定 変更 

４９ ４ ４．（２）電番管理ﾚｺｰﾄﾞ １４ 出力形式 

サービス区分：｢13｣（ＩＮ

Ｓメンバーズ）の場合 

発信者番号通知有り→

｢3｣ 

発信者番号通知無し→

｢4｣ 

上記以外の場合、｢1｣を

出力 

サービス区分：｢13｣（ＩＮ

Ｓメンバーズ／IP-Voice

メンバーズ）の場合 

発信者番号通知有り→

｢3｣ 

発信者番号通知無し→

｢4｣ 

上記以外の場合、｢1｣を

出力 

変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ｎo 頁 レコード名等 項番 項目名 

変更内容 変更区

分 変更前 変更後 

５０ ７ ４．（３）通話明細ﾚｺｰﾄﾞ ７ 通信元電話番号 

サービス区分＝｢13｣（ＩＮ

Ｓメンバーズ）で出力形

式＝｢3｣（発信者番号通

知有り）の場合、発信者

番 号 を 設 定 。 例 ：

｢1234-5678△△△△｣ 

（左詰め、余白スペー

ス、市外局番は表示しま

せん） 

サービス区分＝｢10｣（ク

レジット）の場合、会員

番 号 を 設 定 。 例 ：

｢1234567890△△△｣  

（左詰め、余白はスペー

ス） 

上記以外はスペースを

設定 

サービス区分＝｢13｣（ＩＮ

Ｓメンバーズ／IP-Voice

メンバーズ）で出力形式

＝｢3｣（発信者番号通知

有り）の場合、発信者番

号を設定。 

例：｢1234-5678△△△

△｣ 

（左詰め、余白スペース

、市外局番は表示しま

せん） 

上記以外はスペースを

設定 

変更 

５１ ８ ４．（３）通話明細ﾚｺｰﾄﾞ 
１３～ 

１５ 

通話料金１ 

通話料金２ 

通話料金３ 

ｴﾝｼﾞｪﾙﾗｲﾝ、あんないｼﾞ

ｮｰｽﾞご利用時の情報料

は、検索回数を設定 

左記の一部文言を削除

し以下の文言を追記 

・サービス区分＝｢13｣（

IP-Voiceメンバーズ）の

場合、ナビダイヤルへの

通話は「通話料金３」に

料金を設定。 

それ以外の全ての通話

は「通話料金２」に料金

を設定。 

変更 

５２ ８ ４．（３）通話明細ﾚｺｰﾄﾞ ２０ 発ＭＡコード 

発信ＭＡｺｰﾄﾞを設定 

詳細は、「ダイヤル通話

料金明細内訳書各種コ

ード表」の発ＭＡコードを

参照 

ただし、サービス区分＝

｢13｣（ＩＮＳメンバーズ）の

場合、着信側のＭＡ名

が設定。 

また着信が携帯の場

合、携帯が着信したＭＡ

名が設定。 

発信ＭＡｺｰﾄﾞを設定 

詳細は、「ダイヤル通話

料金明細内訳書各種コ

ード表」の発ＭＡコードを

参照 

ただし、サービス区分＝

｢13｣（ＩＮＳメンバーズ／

IP-Voiceメンバーズ）の

場合、着信側のＭＡ名

が設定。 

また着信が携帯の場合

、携帯が着信したＭＡ名

が設定。 

変更 

５３ ９ ４．（４）電番合計ﾚｺｰﾄﾞ ８ 合計金額 

ご利用期間内の通話料

金明細レコードの合計

金額を設定。（右詰め、

余白は｢0｣埋め） 

例 ： １ ０ 円 の 場 合 →

｢000000010｣ 

ご利用期間内の通話料

金明細レコードの合計

金額を設定。（右詰め、

余白は｢0｣埋め） 

例：１０円の場合→｢

000000010｣ 

（注）「電番合計ファイル

」のレコード出力につい

ては、移動体着／PHS

着を除く、通話料を集計

した金額を「メンバーズ

ネット通話料／通信料」

または「ＩＰＶｏｉｃｅ・通話

料」としてレコード出力し

ています。 

※通話明細ファイルの

電話番号毎の集計金額

と不一致となる場合があ

ります。 

変更 



 

５４ ９ ４．（４）電番合計ﾚｺｰﾄﾞ １４ I 識別コード 

アナログメンバーズ→ス

ペースを設定 

INS ﾒﾝﾊﾞｰｽﾞ(通話ﾓｰﾄﾞ)

→｢1｣ 

INS ﾒﾝﾊﾞｰｽﾞ(ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ

64kb)→｢2｣ 

アナログメンバーズ→ス

ペースを設定 

INSﾒﾝﾊﾞｰｽﾞ／IP-Voice

メンバーズ(通話ﾓｰﾄﾞ)→

｢1｣ 

INSﾒﾝﾊﾞｰｽﾞ(ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ

64kb)→｢2｣ 

変更 

 


